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4 )道路橋示方書およびDIN4114で規定されている必要最小剛比およびその 2 倍， 5 倍の剛比を有す
る補剛材を設けた溶接鋼補剛板の座屈応力度は，それぞれ降伏点の80% ， 90% , 94%であることを
明らかにし，補剛板の許容圧縮応力度の合理的決定について重要な提言を行なったO
5 )板パネルよりも強度の高い補剛材を設けたハイブリッド補剛板の座屈応力度は等質補剛板のそれ
に比して，それ程向上しないごとを明示し，一部の設計基準においてハイブリッド補剛板の座屈応
力度の大幅な向上を期待していることに対して注意を喚起している口
以上のように，本論文は等分布圧縮応力を受ける鋼補剛板の溶接による残留応力および弾塑性座屈
強度についての諸特性を解明し，鋼補剛板の合理的設計に必要な多くの知見を加えるもので，構造工
学ならびに鋼構造設計の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと 3忍める。
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